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上の２つの絵には5つの間違いがあります。それはどこでしょうか？
正解者の中から抽選で10名様に「図書カード500円分」をプレゼント！
間違い探しの答えと、「かわにし」のご感想、ご住所、お名前、お電話番号
を明記の上、ハガキまたはFAX、E-mailにて10月25日（月）までにお送り
ください。右記QRからもご応募いただけます。

info@kawasakinishihojinkai.or.jp

ハガキ
宛　先

FAX

E-mail

〒215-0036  川崎市麻生区はるひ野1-15-1
リーデンススクエアはるひ野 102号室

044-980-4646

け ん た く ん の ま ち がい さ が し

抽選で10名様に

法人会オリジナル
図書カード500円分
プレゼント！

応募して
図書カードを
GETしよう！

秋号



さまざまなシーンで活躍するオードブル
　テイクアウト限定の商品として人気を博しているのが、メニューの
中から予算に応じて好きな組み合わせで注文することができる特製
オードブル。コロナ禍で外出がままならない周辺住民から、多数注
文が集まっているそうだ。それぞれの味の良さもさることながら、何
よりも見た目の美しさが目を引く。普段の食卓以外にも、祝い事や
来客時のおもてなしにも最適だ（オードブルは前日までの電話予約
が必要）。

現在はテイクアウト限定で営業中
　コロナ禍の影響により、現在はテイク
アウト限定で営業中（９月現在）。早く店
内での飲食ができる状況になることを願
うばかりだが、今ならメニューのほとんど
をテイクアウトできるのはうれしい。ぜひ
自宅で味わってみては。
※テイクアウトの注文は、電話での事前
予約が必要（オードブルは前日まで）

生まれ育った町で自分の力を試したい
　日本人オーナーシェフの山本さんがこの場所に店を開いたのは８
年前のこと。専門学校を卒業後、新百合ヶ丘駅近くの中華料理店（現
在は移転）で１２年間修業を積み、独立を決意した。麻生区内で育っ
た山本さんは幼少期、まだ駅が開業前で、林が広がっていた新百合ヶ
丘の駅前で遊ぶこともあった。そんな思い入れがある土地で「自分
の力を試したい」という気持ちが独立を後押しした。
　店舗は駅前から少し離れた静かな住宅街の一角に佇む。少々奥
まっており、知らないと通り過ぎてしまうかも知れない場所にあるが、
「福苑」と書かれた赤い看板が特徴的だ。客席は１８席。静かにゆっ
くりと食事を楽しめる空間が広がる。

オーナー自ら一品ずつ丁寧に調理する
　「福苑と言えば海老」と言う常連客が多くいるほど、海老を使った
料理の人気が高い。海老のチリソース、海老あんかけご飯、海老
焼きそばなど、どれも大きなぷりぷりの食感の海老がふんだんに使
われる。海老とアスパラの塩味炒めは、最近人気の一品。
　そのほか、青椒牛肉絲や鶏肉とカシューナッツ炒めなどの定番メ
ニュー、丼もの、麺類、点心類まで、５０種類以上のメニューが揃う。

これらはすべて、オーナーシェ
フ自ら注文を受けてから一品
ずつ調理するため、提供まで
に時間が掛かることもしばし
ば。しかし、それだけ丁寧に
心を込めて作っている何より
の証だろう。具材の下準備に
も時間を掛け、手間暇を惜し
まない。また、定期的に上海
や台湾に出向いて本場の味
を勉強し続けており、常に「福
苑の味」を届けるための努力
を続けている。

あっさりした上品な中華
　同店の常連客には、周辺に
住むシニア層も多い。これは
福苑の味が、「あっさりして上
品な味なので食べやすい」と
の評判から。ボリュームがあり
ながらも、後味はあっさり。脂
身が多い肉類は時間を掛けて
脂を落とすことで、老若男女
問わず食べやすい中華を提供
している。とろける角煮がふ
んだんに使われた角煮丼は、
まさにそれを象徴する一品だ。

海老とアスパラの塩味炒め。
鮮やかな見た目が食欲を誘う

口の中で豚肉がとろける角煮丼。
濃厚な味わいながら、後味はあっさり

隠れた
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いつのまにかオープンしていたお店や、
隠れ家的存在のお店、かわにし編集スタッフ
いちおしのお店などを不定期にご紹介します。

中華料理 福苑
住宅街にひっそりと佇む中華の名店

中華料理 福苑
TEL : 044-322-8108　川崎市麻生区王禅寺西 5-3-5    
営業時間：11:30 ～ 19:30 まで受付  ※現在テイクアウト営業のみ
定 休 日：月曜・第3火曜（祝日の場合は翌日）　駐車場：あり

ヤクルト販売

イオンスタイル
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中華料理 福苑
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オーナーシェフの山本さん

祝い事などにも最適な特製オードブルは大人気

Twitter InstagrumFacebook

メニューの
詳細は、
各種SNS
を参照

新型コロナウイルス感染症の影響により、売上が大幅に減少している、市内中小企業の小売業、宿泊、飲食業、建設業、

生活関連サービス、娯楽業、その他の業種における消費を促し、市内循環を図ることで、早期の経済回復を目的として

発行された「川崎じもと応援券」。５月３１日までの利用期間だった第１弾に続き、現在令和４年３月３１日まで利用可能な

第２弾が、７月１６日から開始されている。2,000 円のプレミアが付く同商品券を活用して、上手に買い物をしよう。

川崎じもと応援券（第2弾）
を活用しよう！

［ 概　要 ］

◉ 名　　　称：川崎じもと応援券（第2弾）

◉ 購入対象者：市内在住、在勤及び在学の方

◉ 購入限度：購入対象者1人につき1回、1冊12,000円分（1,000円券×12枚）を
　 　　　　　　5冊まで購入可能　

◉ 販売価格：10,000円／冊（12,000円分）

◉ 利用期間：令和3年7月16日（金）～令和4年3月31日（木）

◉ 利用店舗：川崎市内の、中小企業、小規模事業者及び、
　 　　　　　　個人事業主が営む店舗等

利用店舗申込みは随時受付中

利用店舗一覧

申込みに際し費用は発生しないため、ぜひ利用店舗申込みをして、売り上げの回復を！
※申込は下記QRより、公式WEBサイト「利用店舗お申込みフォーム」より

募集期間：令和4年2月28日(月)

申込みは右記QRの
公式WEBサイト
「利用店舗お申込み
フォーム」より

問合せ先

川崎じもと応援券（第2弾）コールセンター
受付時間：平日8：30～17：15（土・日・祝、年末年始休み）
TEL：0120-300-582　
FAX：044-244-5770
E-mail：kawasaki_jimoto2@jtb.com
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法人会会員
地域の元気な

企業
紹介 麻生区

株式会社あかもと本舗
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＜業務内容＞
新聞販売・折込チラシの取次・ポスティング
〒215-0026  川崎市麻生区古沢191
TEL：044-951-0843
https://akamoto.biz/ 

代表取締役社長 赤本昌応（まさたか）さん

機能性食品とよばれる商品で
健康を届ける

陸前高田の酒蔵・酔仙酒造の
自慢の逸品「雪っこ」 「くらしのサポート」の様子。心を込めて作業する

新聞販売業を通じて地域社会に貢献します
　「毎日２万部以上の新聞を確実に届けるノ
ウハウとインフラを持っているって結構すご
いことだと思いませんか？」。そう話すのは、
株式会社あかもと本舗３代目社長の赤本昌
応氏。多摩区生田生まれ、その後麻生区に
移り、区内の小学校、中学校を卒業した生
粋の地元民だ。大学卒業後、大手新聞社に
入社し、広告部門で活躍した。勤め始めて
１１年後、先々代から続く新聞販売店へ。
　先々代の良造氏が新聞販売店を創業した
のは 1925（大正１４）年。長く都内を拠点
にしていた。このエリアを配り始めたのは、
昭和３０年代。まだ新百合ヶ丘駅が誕生する
前のことだった。この頃はまさに高度成長期。
人口は増え続け、やがてその頃移り住んで
来た世代たちも高齢期を迎える。
　そんな時代の変化も見てきた生き証人的
な存在の同社。現在、麻生区に本社と５つ
の新聞販売店を構える。

 地域に寄り添うサービスを
　主な事業は新聞販売と折込チラシの取次
がメインだが、それ以外にもさまざまな事業
を展開している。例えば、物品販売。森永
乳業の特約店として、ミルクやヨーグルトな
どの飲料や宅配限定の健康飲料や食品など
を届ける。また、お米やアルコール類、トイレッ
トペーパーなどの日用品のほか、災害用食品
の販売もしている。「重くてかさばるもの」を
届けてもらえるのは、とくに高齢者にはあり
がたいサービスだ。
　東日本大震災の被災地、陸前高田の日本
酒も取り扱う。一度生産が止まって売り先を
失った酒蔵の役に立ちたいと始まった。
　地元で開催される落語やコンサートなどの
チケットの取次販売も行なっている。
　販売のほかにも、高齢化した読者に寄り添
うサービスを次々と展開する。そのひとつが

２０１４年から始めた「くらしのサポート」だ。
「電球を交換する」「重い物を移動させる」
などのちょっとした困りごとをスタッフが手伝
う。「日常のなかには公的サービスではカバー
できない『ちょっとした困りごと』というのが
意外にあるんですよね。そのニーズに応えよ
うと始めました」。毎日の新聞配達は、じつ
は一人暮らしの高齢者にとっては安否を知ら
せる手段にもなる。新聞受けに溜まった新聞
を見て、配達スタッフが異変に気づくケース
も決して珍しくない。
　作業スタッフ１人につき３０分５００円で、
すべての作業は最長１時間まで（庭仕事は
スタッフ１人３０分１０００円。対応できるスタッ
フは２人まで）。ただし危険な作業や専門的
な知識を必要とする作業、除雪作業、暑い
時期の草取りなどは断っているという。あく
までも通常の業務の合間にスタッフが行なう
有償ボランティアという位置づけで取り組む。

サービスを利用できるのは原則として同社の
新聞を購読している６５歳以上の方。ただし
体調の悪い人や乳幼児のいる人なども利用
することができる。
　そのほか、子会社のメディスタくらしの窓
新聞社と連携して「まちの印刷屋さん」とし
て、年賀状などの印刷も行なう。高齢の購
読者から好評でリピーターも多い。
　今年９月からはポスティング事業も立ち上
げた。チラシの制作・印刷からワンストップ
で受注できるのが強みだ。

 未来への種まきをコツコツと
　それにしてもなぜここまで次々と購読者へ
のサービスを展開するのか。「根底には先々
代から継承した経営理念『新聞販売を通じ
地域社会に貢献する』があります」と力強く
語る。契約を取ることのみに注力するのでは
なく、契約を結んだ後も購読者を大切にする
･･････。それを実現するためのサービスの
ひとつが地域と購読者を繋げる『くらしの窓』
の発行だった。まさに地域情報誌のさきがけ
だ。全国版の新聞では紹介しきれない地域
ネタを載せて、月３回ほど新聞に折り込んで
いた。社会貢献を意識した先々代の経営姿

勢は、右肩上がりの当時においては珍しかっ
たにちがいない。
　現在は『くらしの窓』の名を残しつつ別の
形のフリーペーパーに生まれ変わったが、
先々代の思いは昌応さんにしっかりと受け継
がれている。
　「地域情報誌で知った活動は自分たちの活
動の目安にもなる。呼応して動くと、やがて
“活きた”コミュニティができあがってくるん
です」。そう赤本さんが力説するように、柿
生中央商店会と新百合ヶ丘商店会の副会長
を努めるなど、本業のほかにコミュニティ活
動にも力を入れる。麻生区のゆるキャラとし
て活躍中の「かきまるくん」や“かきかきか
きくけこかきお”というフレーズが繰り返され
る「柿生のうた かきくけかきお」の誕生にも、
深くかかわってきた。
　「商店会や自治会とのコミュニティ活動は
大事にしていかないといけないと思うんで
す。盛り上げるためには話題性があって、自
分たちも楽しめて、人に注目されることをや
ること。何かやらないことには人は集まらな
いですからね」と茶目っ気たっぷりに語る。
　そんな赤本さんも当初からコミュニティ活
動の意義を感じていたわけではなかった。きっ
かけは少年野球の後援活動。地元の“キー

パーソン”と次々と知り合い、世界が広がっ
た。新しい情報も入り、事業の結果にも繋がっ
た。「コミュニティ活動というのはすぐに結果
が出るようなものではないんですよね。種ま
きと同じで、芽が出るまでに時間はかかる。
でも種をまかないことには何も生まれない。
だからコツコツと種まきをするんです」。
　最終的に目指しているのは『安心安全な
町づくり』。安心安全な町には人が集まる。
人が集まるところにはニーズがあり、それに
合わせた商売が生まれる。安心して商売が
できるし、住民たちもその恩恵を受けること
ができる。結果、心地よくて住みやすいコミュ
ニティに繋がるというのだ。
　２０３０年開業を目途に、横浜市営地下鉄
の新百合ヶ丘駅までの延伸計画が進む。そ
れに伴って、若い世代の人口が増えるだろう。
今後について尋ねると「情報発信をしたいと
きに地元の方から頼ってもらえる存在になり
たい。また、『宅配といえばあかもとさん』
と言われるくらい宅配機能を高めていきた
い」と意気込みを見せた。
　毎日２万部以上の新聞を確実に配るノウハ
ウとインフラ。これらを活かして、地域の未
来のためにどういう花を咲かせるのか。まだ
まだ赤本さんのチャレンジは続きそうだ。

てきぱきと作業をする配達スタッフ。
インドネシアやベトナムからの外国人奨学生の姿も

あかもと本舗本社ビルのディスプレイ。
季節ごとに通行人たちの目を楽しませてくれる

柿生中央商店会主催の「禅寺丸柿まつり」の様子 禅寺丸柿をモチーフにしたかぶりものでイベントを盛り上げる赤本さん

　「毎日２万部以上の新聞を確実に届けるノ
ウハウとインフラを持っているって結構すご
いことだと思いませんか？」。そう話すのは、
株式会社あかもと本舗３代目社長の赤本昌
応氏。多摩区生田生まれ、その後麻生区に
移り、区内の小学校、中学校を卒業した生
粋の地元民だ。大学卒業後、大手新聞社に
入社し、広告部門で活躍した。勤め始めて
１１年後、先々代から続く新聞販売店へ。
　先々代の良造氏が新聞販売店を創業した
のは 1925（大正１４）年。長く都内を拠点
にしていた。このエリアを配り始めたのは、
昭和３０年代。まだ新百合ヶ丘駅が誕生する
前のことだった。この頃はまさに高度成長期。
人口は増え続け、やがてその頃移り住んで
来た世代たちも高齢期を迎える。
　そんな時代の変化も見てきた生き証人的
な存在の同社。現在、麻生区に本社と５つ
の新聞販売店を構える。

 地域に寄り添うサービスを
　主な事業は新聞販売と折込チラシの取次
がメインだが、それ以外にもさまざまな事業
を展開している。例えば、物品販売。森永
乳業の特約店として、ミルクやヨーグルトな
どの飲料や宅配限定の健康飲料や食品など
を届ける。また、お米やアルコール類、トイレッ
トペーパーなどの日用品のほか、災害用食品
の販売もしている。「重くてかさばるもの」を
届けてもらえるのは、とくに高齢者にはあり
がたいサービスだ。
　東日本大震災の被災地、陸前高田の日本
酒も取り扱う。一度生産が止まって売り先を
失った酒蔵の役に立ちたいと始まった。
　地元で開催される落語やコンサートなどの
チケットの取次販売も行なっている。
　販売のほかにも、高齢化した読者に寄り添
うサービスを次々と展開する。そのひとつが

２０１４年から始めた「くらしのサポート」だ。
「電球を交換する」「重い物を移動させる」
などのちょっとした困りごとをスタッフが手伝
う。「日常のなかには公的サービスではカバー
できない『ちょっとした困りごと』というのが
意外にあるんですよね。そのニーズに応えよ
うと始めました」。毎日の新聞配達は、じつ
は一人暮らしの高齢者にとっては安否を知ら
せる手段にもなる。新聞受けに溜まった新聞
を見て、配達スタッフが異変に気づくケース
も決して珍しくない。
　作業スタッフ１人につき３０分５００円で、
すべての作業は最長１時間まで（庭仕事は
スタッフ１人３０分１０００円。対応できるスタッ
フは２人まで）。ただし危険な作業や専門的
な知識を必要とする作業、除雪作業、暑い
時期の草取りなどは断っているという。あく
までも通常の業務の合間にスタッフが行なう
有償ボランティアという位置づけで取り組む。

サービスを利用できるのは原則として同社の
新聞を購読している６５歳以上の方。ただし
体調の悪い人や乳幼児のいる人なども利用
することができる。
　そのほか、子会社のメディスタくらしの窓
新聞社と連携して「まちの印刷屋さん」とし
て、年賀状などの印刷も行なう。高齢の購
読者から好評でリピーターも多い。
　今年９月からはポスティング事業も立ち上
げた。チラシの制作・印刷からワンストップ
で受注できるのが強みだ。

 未来への種まきをコツコツと
　それにしてもなぜここまで次々と購読者へ
のサービスを展開するのか。「根底には先々
代から継承した経営理念『新聞販売を通じ
地域社会に貢献する』があります」と力強く
語る。契約を取ることのみに注力するのでは
なく、契約を結んだ後も購読者を大切にする
･･････。それを実現するためのサービスの
ひとつが地域と購読者を繋げる『くらしの窓』
の発行だった。まさに地域情報誌のさきがけ
だ。全国版の新聞では紹介しきれない地域
ネタを載せて、月３回ほど新聞に折り込んで
いた。社会貢献を意識した先々代の経営姿

勢は、右肩上がりの当時においては珍しかっ
たにちがいない。
　現在は『くらしの窓』の名を残しつつ別の
形のフリーペーパーに生まれ変わったが、
先々代の思いは昌応さんにしっかりと受け継
がれている。
　「地域情報誌で知った活動は自分たちの活
動の目安にもなる。呼応して動くと、やがて
“活きた”コミュニティができあがってくるん
です」。そう赤本さんが力説するように、柿
生中央商店会と新百合ヶ丘商店会の副会長
を努めるなど、本業のほかにコミュニティ活
動にも力を入れる。麻生区のゆるキャラとし
て活躍中の「かきまるくん」や“かきかきか
きくけこかきお”というフレーズが繰り返され
る「柿生のうた かきくけかきお」の誕生にも、
深くかかわってきた。
　「商店会や自治会とのコミュニティ活動は
大事にしていかないといけないと思うんで
す。盛り上げるためには話題性があって、自
分たちも楽しめて、人に注目されることをや
ること。何かやらないことには人は集まらな
いですからね」と茶目っ気たっぷりに語る。
　そんな赤本さんも当初からコミュニティ活
動の意義を感じていたわけではなかった。きっ
かけは少年野球の後援活動。地元の“キー

パーソン”と次々と知り合い、世界が広がっ
た。新しい情報も入り、事業の結果にも繋がっ
た。「コミュニティ活動というのはすぐに結果
が出るようなものではないんですよね。種ま
きと同じで、芽が出るまでに時間はかかる。
でも種をまかないことには何も生まれない。
だからコツコツと種まきをするんです」。
　最終的に目指しているのは『安心安全な
町づくり』。安心安全な町には人が集まる。
人が集まるところにはニーズがあり、それに
合わせた商売が生まれる。安心して商売が
できるし、住民たちもその恩恵を受けること
ができる。結果、心地よくて住みやすいコミュ
ニティに繋がるというのだ。
　２０３０年開業を目途に、横浜市営地下鉄
の新百合ヶ丘駅までの延伸計画が進む。そ
れに伴って、若い世代の人口が増えるだろう。
今後について尋ねると「情報発信をしたいと
きに地元の方から頼ってもらえる存在になり
たい。また、『宅配といえばあかもとさん』
と言われるくらい宅配機能を高めていきた
い」と意気込みを見せた。
　毎日２万部以上の新聞を確実に配るノウハ
ウとインフラ。これらを活かして、地域の未
来のためにどういう花を咲かせるのか。まだ
まだ赤本さんのチャレンジは続きそうだ。
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● 税制委員会  副委員長

皆さんに正確な情報をお伝えしていきます。

神興建設 （株）

清水 孝次郎

抱負

新 任 理 事 ご 挨 拶

● 広報委員会  委員長

会員の皆さまのお役に立てるような広報誌を
目指して頑張りたいと思います。

（株） ヨシキ

石井 春樹

抱負

● IT委員会  委員長

法人会運営の円滑化のため頑張ります。

（株） ウェブロジック

伊東 宏之

抱負

● 総務委員会  副委員長

お役目を果たせますように頑張ります。

（株） ライズホーム

円城寺 広明

抱負

● 組織委員会  委員長

お役目を果たせますように頑張ります。

（株） あかもと本舗

赤本 昌応

抱負

● 稲田第一ブロック  ブロック長代理

一生懸命頑張ります。

（株） ZumLicht

左藤 正道

抱負

● 稲田第二ブロック  ブロック長代理

宜しくお願いいたします。

（株） ステップ

嶋 雅明

抱負

かわにしvol.111の「新任理事ご挨拶」ページにおいて、一部に不備がございました。
関係各位には多大なるご迷惑をお掛けしましたことを、謹んでお詫び申し上げます。
お詫び申し上げるとともに、再度ご挨拶を掲載させていただきます。

● 厚生委員会  副委員長

頑張ります。

（有） 彩光

志村 節子

抱負

● IT委員会  副委員長

時代に即した法人会の活動に尽力いたします。

（株） エリアブレイン

岩倉 宏司

抱負

● 青年部  副部会長

青年部を盛り上げます。

（有） 石野電気 柿生店

大野 高幹

抱負
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川崎西税務署　定期人事異動報告

令和３年 7 月 10 日付で税務署の定期人事異動が発令されました。
法人会の皆様に関係する職員の異動状況をお知らせいたします。今後ともよろしくお願いいたします。

　仲秋の候、公益社団法人 川崎西法人会の皆様方には、

益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

　本年７月の人事異動により、川崎西税務署長を拝命致

しました石本でございます。昨年は、熊本国税局に出向

し宮崎県の日南税務署長を務めてまいりました。前任の

木立署長と同様のご厚情を賜りますよう、よろしくお願い

申し上げます。

　公益社団法人 川崎西法人会の役員並びに会員の皆様

方には、日頃から税務行政に対しまして深いご理解と多

大なるご協力を賜り、心から厚く御礼申し上げます。

　貴会におかれましては、各種研修会・講演会等の開催、

区民祭における広報活動、「絵はがきコンクール」及び「租

税教室」の租税教育活動等を通じて正しい税知識の普及

と納税道義の高揚に努められるとともに、「企業見学会」

や「かわにし交流会」、「クラシックアンサンブルの夕べ」

の開催など、地域社会に密着した社会貢献活動など、多

種多様な活動を積極的に展開されております。

　これもひとえに、鈴木会長をはじめ役員の方々並びに

会員の皆様の日頃からの真摯なご努力の賜物であり、大

変心強く感じますとともに、そのご努力に対しまして、深

く敬意を表する次第でございます。

　近年、ＩＣＴやＡＩの進展・働き方の多様化などに加え

て、新型コロナウイルス感染症の影響により、税務行政

を取り巻く環境は急速に変化しております。

　こうした中においても、国税庁の使命である「納税者

の自発的な納税義務の履行を適正かつ円滑に実現する」

を果たし、納税者の信頼のもとで国の財政を支える組織

であるためには、経済社会の変化に柔軟に対応し、絶え

ず進化し続けていかなければなりません。

　このため、国税庁では、デジタルを活用した、国税に

関する手続や業務の抜本的な見直しに取り組み、ｅ-Ｔａｘ

やキャッシュレス納付、チャットポットによる税務相談な

ど、「あらゆる税務手続が税務署に行かずにできる社会」

を目指しています。

　私どもは、納税者の皆様が「より便利に、よりスムー

ズに」申告納税できる環境を整備し、適正・公平な課税

と徴収を確保できるよう努めて参ります。

　皆様方におかれましても、今後とも、より一層のお力

添えを賜りますよう重ねてお願い申し上げます。

　結びに当たりまして、公益社団法人 川崎西法人会の

益々のご発展と会員の皆様方のご健勝並びにご事業のご

繁栄を心から祈念いたしまして、私の着任の挨拶とさせ

ていただきます。

着任のご挨拶

川崎西税務署長

いしもと　 つとむ

石本　力

新 旧

氏　名 前任署等 氏　名 新任署等

署　長
いしもと　つとむ

 石本　力
日南署

（熊本国税局管内・宮崎県）
署長

きだち　なおぶみ

木立　直文
東京国税不服審判所
横浜支所　審査官

副署長
よしざわ みつたか

 吉澤 光孝
芝署

特別国税徴収官（管運）
おかむら　ひでなお

岡村　秀直
東京国税局　課税第一部

国税訟務官室　国税訟務官

総務課長
たけだ　あきら

武田　章
東村山署　個人課税第１部門

統括国税調査官
せきがわ　まさひろ

関川　正浩
小田原署

副署長　管徴法担当

総務課長補佐
おざわ　ゆうこ

小澤　優子 留　　任
おざわ　ゆうこ

小澤　優子

法人課税第１部門
統括国税調査官

おおしも　くみこ

大下 久美子
東京国税局　課税第二部

法人課税課　国際税務専門官
たじま　こういち

田島　光一
町田署 法人課税第１部門

統括国税調査官

法人課税第２部門
統括国税調査官

たつみ　ゆうじ

巽　裕司 留　　任
たつみ　ゆうじ

巽　裕司

法人課税第３部門
統括国税調査官

やまばた　ゆうじ

山端　勇司
国税庁　参事官

システム高度化推進 PT
高度化総括担当　チーフ

さかね　たかみ

坂根　尚実
藤沢署　法人課税第６部門

国税調査官

法人課税第１部門
総括上席国税調査官

くどう　たかひろ

工藤　孝洋
東京国税局　総務部
情報システム第一課

システム企画第１係　係長

かわだか　ゆきお

川高　幸大
東京国税局　課税第二部

調査第１部門　主査

法人課税第１部門
上席国税調査官

いけだ　けんじ

池田　研司
北沢署　法人課税第１部門

上席国税調査官
こぐれ　ひろあき

小暮　弘明
東京国税局　調査第一部

特別国税調査官　国税調査官
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川崎西税務署からのお知らせ 川崎西税務署からのお知らせ国　税 国　税
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神奈川県からのお知らせ 県　税
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

県税事務所及び自動車税管理事務所では、 
新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止等のため、 
窓口での受付時間を短縮しています。 
ご不便をおかけしますが、ご理解くださるようお願いします。 

 
【対象窓口】 各県税事務所および自動車税管理事務所本所 

の各種窓口 
 
【変更内容】 窓口の受付時間を次のとおり変更しています。 
 
      （変更前）８時３０分～１７時１５分 
 
 
      （変更後）９時００分～１６時３０分 
 
         ※運輸支局内にある自動車税管理事務所の各駐在事務所 

については、変更ありません。 
 
【期  間】 令和３年６月２８日（月）から当分の間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問い合わせ先 
高津県税事務所 ℡044-833-1231 

 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止等のため 

県税事務所・自動車税管理事務所の 
窓口での受付時間を短縮しています 

 
〇 電話でのお問い合わせは、８時 30分から 17時 15分まで受け付けていますが、
できるだけ９時から 16時 30分の間にお願いします。 
〇 県税に関する手続きは、郵送や電子申請（申告）のご利用をお願い 
します。詳しくは、県税ホームページ「県税便利帳」をご覧ください。 

県民の皆様へのお願い 

川崎市からのお知らせ 市　税
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川崎西法人会 活動報告

令和4年『賀詞交歓のつどい』
『新春講演会』の日程が決まりました！

　今回で7回目となる健康セミナーを、6月24日にホテルモリ
ノ新百合丘を会場として開催しました。新百合ヶ丘総合病院の
副院長である齋藤泉整形外科部長を講師にお招きし、「ひざの

痛み」について、お話しい
ただきました。
　ひざに痛みのある人が
国内におよそ3,000万人
と言われている中で、切実な悩みを抱えている方など会員以外の参加者が多く、またセ
ミナー終了後の質疑応答も積極的に質問が飛び交うなど盛況なセミナーとなりました。

　10月から始まる適格請求書発行事業者の登録申請に向け
て、8月25日に多摩市民館を会場として税制セミナー「消費税
インボイス制度導入について」を開催しました。講師には東京
地方税理士会・川崎西支部副支部長の小出富美子税理士をお
招きし、詳しく解説していただきました。
　緊急事態宣言期間中ではありましたが、感染拡大防止に最
大限努め、会員及び非会員の事業者が参加し熱心に受講され
ました。

健康セミナーを開催しました

税制セミナーを開催しました

日程：令和4年1月12日（水）
場所：ホテルモリノ新百合丘 7F宴会場
　　　川崎市麻生区上麻生1-1-1

◆賀詞交歓のつどい

日程：令和4年1月20日（木）
場所：ホテルモリノ新百合丘 7F宴会場
　　　川崎市麻生区上麻生1-1-1
会費：無料
講師：北野大 氏（秋草学園短期大学  学長）
演題：「北野家の訓え」

◆新春講演会

※詳細は改めてご案内いたします
※新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況によって中止、もしくは延期となる可能性がございます

川崎西法人会会員様ご優待のお知らせ

〒215-0026 川崎市麻生区古沢都古２５５

☎0120-700-098

◆PET検査の特長◆
早期発見・ 全身検査・悪性度を診断・治療診断・高い安全性
•正常細胞と異常細胞(がん細胞等)を区別する手段として、形の変化ではなく「代謝」という全く新しい概念が用いられた画像診断検査です。
　検査時に陽電子を放出する薬を注射して、体の中で薬が集まる様子を撮影します。
•月曜日～土曜日に受診できます。(祝祭日は除く) ※毎週水曜日は女性専用受診日です。
　PET-CTがんドックは、受付より終了まで約3時間程です。(基本コースのみの場合) ※6時間前より飲食制限あり
～ PET-CTがんドック受診の皆様には、当院レストランにて昼食をご提供しております。(13:30以降の受付者除く) ～

◆こんな方におすすめです◆
PET-CTがん検診の積極的な対象は、中高年者(特に50歳以上)にお勧めします。
※但し、遺伝的に高い発癌リスクを有する方は、この限りではありません。
“がん”の家族歴、喫煙などの危険因子を有するハイリスクな方に重点的にお勧めします。

◆安心のフォロー体制◆
検診結果に対する診療は、専門医による診療が受けられます。
脳検査(オプション)は、当院の専門医が判定を行い、検診後の外来診療もできます。

PET-CTがんドックのおすすめ
川崎西法人会会員様の提携医療機関としてご利
用できます。先進医療とセカンドオピニオンで信
頼を寄せられている専門医を数多く擁する総合
病院のＰＥＴ-ＣＴがんドックです。早目のご予約を、
お待ち申し上げます。

PET-CT

イオンスタイル

水銀灯に代わる照明　無電極ランプ

節電照明はニッケン

株式会社ニッケン石橋
多摩区宿河原4-25-36 大成M1F
www.nikkenmailbin.co.jp TEL.044-328-5314

1/3の消費電力 60,000時間の長寿命 水俣条約クリア照明　

メール便・ポスティングもお任せください！

＊ランチタイム
＊ティータイム
＊会席プレート
定休日　毎週月曜日
川崎市多摩区登戸3506 RIVERSIDE POINT 2 階
TEL044-911-3191㈹

11：30～13：30
13：30～14：30
17：00～19：30（要予約）
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川崎市内および
神奈川県内で第1号。
果実の栽培から醸造まで
を行うワイナリーを運営

農業生産法人 株式会社 カルナエスト

山田貢さん

免許交付式当日の山田さん（左）と木立直文署長（当時 /右） ぶどう畑全景。岡上の高台に位置する

注目の
活動紹介

　2020 年 11月、川崎西税務署にて山田貢さん（農業生産法
人 株式会社カルナエスト 代表取締役）への果実酒製造免許の
交付式が行われ、木立直文署長（当時）から免許が手渡された。
山田さんのワイナリーはこの免許を取得したことにより、川崎市
内および神奈川県内で、果実の栽培から醸造までを行うワイナ
リーの第1号となった。
　川崎市は、2020 年 3 月に多摩区・麻生区・宮前区を「か
わさきそだちワイン特区」（以下、特区）に認定。酒税法により、
通常はワインなどの果実酒の製造免許の条件として、年間
6,000 リットル以上（ワイン 1 本 750 ミリリットルと換算して
約 8,000 本分）が最低製造数量基準として定められているが、
特区に認定されている地域ではその条件が暖和される。特定農
業者（農家民宿や農家レストランを営む農業者）は、特区内に
所在する自己の酒類製造場で自ら生産した果実を使った果実酒
を製造する場合、最低製造数量基準を満たしていなくても、他
の条件を満たせば製造免許を受けることがでる。ただし、その
他の条件は特区外と同じなので、製造免許取得はそう容易なこ
とではない。醸造する施設を含めさまざまな審査や手続きがあ
り、醸造経験などの技術面も問われる。それらの条件をクリアし、

免許を取得した山田さん。「ワイナリーは、地域就農者を増やし
たり、農業の視点を変えたり、農業の仕組みを新しくしたいと
いう思いで取り組んでいます。地域活性化のためには地域で栽
培した果実だけでワインを作れた方がいい。そのために特区内
醸造を実現させたいと思っていました」と語る。

　麻生区岡上にあるブドウ畑の広さは約 30 アール。遊びに来
た人たちには本物に触れてほしいという思いから、ピノ・ノワー
ル、シャルドネ、カベルネ・ソーヴィニヨン、メルロなど、世界
にも通用する品種のブドウを栽培している。山田さんは 2017
年に作ったブドウで、2018 年に川崎市内初となる自家栽培ブ
ドウ 100% のワイン「川崎 蔵邸ワイン 岡上ロゼ」を完成させ
たが、醸造は東京都内のワイナリーで行っていた。その直後、
2018 年 10 月に酒税法の改正があり、ブドウの生産地と醸造
地が同じでなければラベルに地名を明記できなくなったため、
そのワインは「最初で最後の川崎ワイン」と呼ばれることに。
しかし特区に認定されて製造免許を取得したことで、山田さん
は再び地域の冠が付いたワインを作ることができるようになっ
た。「ワインと出会い、自分が農業に持っているイメージが変わ

りました。初めて農業には夢があると思わせてくれたワインに、
感謝しています。だからしっかりとワインづくりを行っていきた
い。そして、農業がより夢のある職業になるように、仕組みづく
りに取り組んでいきたいと思います」。

　免許の交付から8か月を経た7月4日、初の純川崎産ワイン
「蔵邸ワイン 岡上ロゼ２０２０」が完成し、完成披露会が行わ
れた。事前申し込みで集まった約 50 人の参加者たちにはでき
たてのワインが注がれ、「本当に楽しみにしていた」「華やかな
香りがすばらしい」など、喜びの声が多数上がった。ワインの
名前についている「蔵邸」とは、岡上にある山田さんのワイナリー
「蔵邸ワイナリー」からとったもの。名前の通り、伝統建築であ
る土蔵造りの「蔵」がベースとなっており、ワインスクールの開

催や、ワインバーを併設（各種宣言発出中は休止）。ワイン好
きには注目のスポットと言えそうだ。披露会の後半は徒歩でぶど
う畑まで移動し、山田さん自らぶどうを作る上でのこだわりや難
しさやなどが解説された。

　2019 年 8月、山田さんは「NPO法人 岡上アグリ・リゾート」
を設立した。ここでは農業体験を通じて仲間と一緒に農業や食、
自然のことを学び、地域の繋がりをつくり、地域資源を次世代
に伝えるための活動を行っている。岡上小学校の近くに設けた
「岡上コミュニティファーム」は、地域住民に農業体験の場として、
一年間を通して本格的な農業体験を提供。春はのらぼう菜、夏
はジャガイモ・トマト・ブルーベリー、収穫の秋には柿やサツ
マイモ、冬は苺の収穫をすることができ好評だ。また、活動の
一環として、これまでに培ってきた農業の 6 次産業化のノウハ
ウなどを生かして、農業全般についてのコンサルティングの相談
窓口も開設している。農業を通じて、常に新たな可能性を追い
求める山田さん。これからのますますの活躍に期待したい。

蔵邸ワイン 岡上ロゼ２０２０

蔵の横に併設されたワイナリー 農業体験の様子
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う畑まで移動し、山田さん自らぶどうを作る上でのこだわりや難
しさやなどが解説された。
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を設立した。ここでは農業体験を通じて仲間と一緒に農業や食、
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「岡上コミュニティファーム」は、地域住民に農業体験の場として、
一年間を通して本格的な農業体験を提供。春はのらぼう菜、夏
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求める山田さん。これからのますますの活躍に期待したい。
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新設法人説明会

年末調整説明会

決算法人説明会

行　事　名 開　催　日 時　　間 会　　場

お申込みは法人会事務局までお願いいたします
法人会事務局　TEL：044-980-4131　E-mail：info@kawasakinishihojinkai.or.jp

※一般の方も歓迎します。 ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、開催を見合わせる可能性がございます

麻生市民館大ホール

新百合トウェンティワンホール 第2会議室

新百合トウェンティワンホール 第2会議室

14:00 ～16:00

14:00 ～16:2010月6日（水）

14:00 ～16:20

11月8日（月）

年末調整説明会 多摩市民館大ホール14:00 ～16:0011月9日（火）

新設法人説明会 新百合トウェンティワンホール 第2会議室14:00 ～16:2012月2日（木）

決算法人説明会 新百合トウェンティワンホール 第1会議室14:00 ～16:2012月3日（金）

10月5日（火）

ブロック名 法人名 代表者名 所在地 電話・URL業　種

稲 田 第 一
横山 達朗 飲食業 川崎市多摩区

菅馬場２-２９-５株式会社ネクステージ 044-281-0190

稲 田 第 一
伊藤 悠貴 学校 川崎市多摩区

登戸１２９３学校法人丸山学園 044-911-3624

子どもたちがのびのび遊べる認定こども園です。

多摩区を中心に飲食業を営んでおります。どうぞよろしくお願いします。

稲 田 第 一
豊島 康晴 行政書士法人 川崎市多摩区

登戸１７７０-５０３
行政書士法人
すばる事務所 044-819-6605

地域の皆様のお役に立てるよう、許認可申請をお手伝い致します。

麻 　 　 生
澤井 真琴 不動産売買

・ 仲介業
川崎市麻生区万福寺１-１２-１
クロスアベニュー新百合株式会社ウエッブウッズ 044-952-2122

http://www.webbwoods.co.jp

神奈川・東京で不動産業をおこなっております。

麻 　 　 生
鈴木 丈真 不動産賃貸業 川崎市麻生区

万福寺４-１１-８株式会社鈴木ビル 044-952-2171

新百合ヶ丘で賃貸業をメインに仕事をしております。

麻 　 　 生
渡辺 東一 鉄道業 川崎市麻生区

王禅寺西２-１０-１川崎高速鉄道株式会社 044-966-8377

鉄道模型もつくっています。

麻 　 　 生
石井 久彦 ＩＴサービス業 川崎市麻生区

千代ケ丘５-９-２０合同会社ＡＬＥＯＮ 044-385-1915
https://aleon.site

ＷＥＢ制作～テレワーク、人工知能(ＡＩ)導入まで身近なＩＴ工務店です。

麻 　 　 生
多田 幸介 不動産

コンサルティング
川崎市麻生区

上麻生３-１５-１-３０６
ＫＴプロパティーズ
合同会社 044-954-0791

個人・法人様への建設・不動産のコンサルティングを行なっています。

行事予定 令和3年10月～12月

新入会員紹介 令和3年6月～8月

1.  相 談 日　 ■１０月１４日（木）  ■１１月１１日（木）  ■１２月９日（木）　

2.  開催時間　 14:00～17:00

3.  場　　所　  川崎商工会議所 多摩麻生支所  多摩区登戸2102-1（第2井上ビル2階）

4.  相 談 員 　担当弁護士

※ご相談の際は予約が必要になります。TEL.044-932-1100　FAX.044-932-1101
※商工会議所のご協力により、法人会会員が利用できます。

無
料
法
律
相
談

法 律

※ご相談の際は予約が必要になります。TEL.044-932-1100　FAX.044-932-1101
※商工会議所のご協力により、法人会会員が利用できます。

無
料
融
資
相
談

1.  相 談 日 　随時（事前予約制）

2.  開催時間    9:00～17:00

3.  場　　所　  川崎商工会議所 多摩麻生支所  多摩区登戸2102-1（第2井上ビル2階）

4.  相 談 員 　川崎市商工会議所 職員

KAWANISHI NEWS

公益社団法人

川崎西法人会

公益社団法人川崎西法人会 事務局
川崎市麻生区はるひ野1-15-1 リーデンススクエアはるひ野102号

E-mail  info@kawasakinishihojinkai.or.jpTEL.044-980-4131

古橋岳也選手が初防衛成功
川崎西税務署の広報大使、新田渉世会長率いる川崎新田ボクシングジ
ム所属の古橋岳也選手が、8月2日に後楽園ホールで行われた日本スー
パーバンタム級タイトルマッチで同級 6位の花森成吾選手と対戦。見事
3 ラウンド TKO 勝ちを収め、1 月に獲得した王座の初防衛に成功しま
した。これからのますますの活躍に期待が掛かります。

新型コロナワクチン職域接種に協力
約400名が接種
多摩区食品衛生協会主催の新型コロナワクチン職域接種に、当法人会
が協力を行いました。当会会員の従業員並びに従業員のご家族を対象
としてご案内を実施し、会場となった登戸の「RIVERSIDE POINT柏屋」
で約 400 名の関係者が 1 回目の接種を完了。「予約が取れずに困って
いたので助かった」という声も多く聞かれ、接種の推進に貢献しました。
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新横浜支社/
神奈川県横浜市港北区新横浜3-18-3（新横浜KSビル8F）
TEL 045-471-2301

横浜支店/
神奈川県横浜市港北区新横浜2-4-19（富士火災横浜ビル8F）
TEL 045-471-7541

　かわにしvol.112を手に取って頂き、誠にありがとうございます。
　おかげさまで、好評を頂いております「隠れた名店めぐりレポート」も 10 回目となりました。元気な企業紹介、注目の活
動紹介も地域の企業を紹介しておりますのでぜひご一読下さい。
　間違い探しの正解者プレゼントの図書カードのデザインも今回から新しくなりました。ホームページにて、10 月 1日から受
付開始となる「インボイス制度」についてのページも設けていますのでご覧ください。
　今後も会員の皆様、地域の皆様に楽しんで頂ける会報誌を目指して参ります。

広報委員長　石井 春樹
公益社団法人 川崎西法人会 広報委員会


